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全体を通じた留意事項（1）

1

• 2026年度より提案書様式が変更となっております。最新の様式を公募ページからダウ
ンロードして研究開発提案書を作成してください。

• 提案書作成にあたっては、青字の記載ガイドを必ずご確認ください。

• 提案時には青字の記載ガイドを削除してください。

• ファイルの容量は3MB以内を目安に作成してください。

• e-Radと研究開発提案書双方に記載欄がある事項について、記載内容が異なる場
合は研究開発提案書の情報を正として取り扱います。

• 研究開発費は○○千円単位の記載となりますので、ご注意ください。（○○万円では
ありません。）

• 研究開発提案書は、e-Radへアップロードする前に PDF 形式への変換が必要です。



全体を通じた留意事項（2）
• 各様式のページ数制限は以下の通りです。

様式 上限

1 1ページ

2 3ページ

3 1ページ

4-1 4ページ

5-2 2ページ

5-3 2ページ（1グループあたり）

6-1 3ページ

6-2 2ページ（1名あたり）

8 2ページ

上記以外 なし
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以下、一部の様式における注意事項について
補足いたします。
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様式1

技術領域名の記載、カテゴリーの選択がe-
Rad記載と一致しているか。（e-Radではシス
テム上カテゴリー名が途中までの表示となってい
るものがありますので、ご注意ください）

研究開発課題名はe-Rad記載と一致させてく
ださい。
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様式2

ALCA-Nextへ複数回の応募となる場合、前
回の提案との相違点を記載してください。

こちらの項目について具体的かつ明確に記載し
てください。
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様式4-1

変更後の欄は研究開発開始以降に使用しま
すので、提案時点ではブランクとしてください。
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様式4-2

単位は千円です。ご注意ください。

研究開発費の上限は年度毎に以下の通りです。
スモールフェーズ：25,000千円、加速フェーズ :75,000千円
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様式5-1

JSTから配賦された研究予算を執行し研究開
発を実施する、すべての研究開発機関を記載
してください。
研究開発の再委託はできません。予算執行を
行うすべての研究開発機関とJSTは委託研究
契約を締結します。
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様式5-2

現在の所属機関と採択後研究開発を実施する機
関が異なる場合には、研究開発を実施する機関
を記載いただき、特記事項にて事情をお知らせくだ
さい。

エフォートはe-Radの数値と一致させてください。

「研究開発参加者」 と「主たる共同研究者」とは
区別してください。
e-Radの「2.研究組織情報の登録」には、「研究
開発参加者」の入力は不要です。
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様式5-3

現在の所属機関と採択後研究開発を実施する機
関が異なる場合には、研究開発を実施する機関
を記載いただき、特記事項にて事情をお知らせくだ
さい。

エフォートはe-Radの数値と一致させてください。
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